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機能性を有するイオンの究明・普及、及び商品開発の技術向上と安全性の推進を目的に

2002年2月21日発足いたしました協会も、3年目を迎えました。

この3年間で、イオンを取り巻く環境も変化しました。一過性のブームで終わってしまう

と思われていたマイナスイオンは、その市場を拡大し、定着してきています。
そして今、マイナスイオンに関する技術や商品は、選別・淘汰の時代をむかえています。
いわゆる“まがい物”といわれる物は姿を消し、本物だけが残ってくるのです。

その基準となるのが、イオン密度測定の規格化（JIS化）です。各々独自の測定数値が、

ひとつの基準に照らし合わされ、明確に判断することが可能になります。
基準となる測定値が確定すれば、マイナスイオンの効果・効能・機能などの研究もさらに進み、

より有効な活用方法もうまれてくるはずです。
今回は、　　　みんな知りたい！！


をテーマに、イオン密度測定の規格化の進捗状況と食品及び人体への有効活用について、
各専門分野の先生方に御講演して頂きます。
貴社の特集記事・イベント情報などに掲載頂ければ幸いです。

また、当日取材を御希望の場合は、事務局まで御申し込み下さい。


・日時　：　２００４年４月１６日 (金)

　*シンポジウム：　１３：００－１７：００

　*懇　親　会　：　１８：００－２０：００

・会場　：　ＦＯＲＵＭ８　＜東京都渋谷区道玄坂2-10-7　新大宗ﾋﾞﾙ1号館＞

　*シンポジウム：　１０Ｆ　ＲＯＹＡＬ　ＨＡＬＬ

　*懇　親　会　：　　３Ｆ　ＡＬＴＲＯ

・シンポジウム受講料（テキスト代込み）

　*一　　般：１６，０００円　

　*法人会員：　８，０００円（登録者以外の社員：１１，０００円）

　*学術会員：　５，０００円

・懇親会参加費

　*一　　　　　般：　８，０００円

　*法人・学術会員：　５，０００円

	13:00-13:05
	開会宣言

	13:05-14:25
	『マイナスイオンと食品に関する研究』

大阪府立工業高等専門学校　ｼｽﾃﾑ制御工学科　工学博士　講師 　臼田　昭司　氏
１．Excelを活用したマイナスイオン発生器の電位分布シュミレーション

２。マイナスイオンとプラスイオンの測定例　

３．「マイナスイオン＋オゾン」発生器のオゾン測定

４、マイナスイオンと食パン               ５．「マイナスイオン＋オゾン」と食パン

６．お米の臭い測定とマイナスイオンの効果　

７．もち米と玄米の場合の臭い測定とマイナスイオンの効果

８．マイナスイオン応用と今後の課題　

	14:25-15:40
	『マイナスイオンの生体への有効利用』

玉川大学　工学部　教授　講師　　寺沢　充夫　氏
１．マイナスイオンとプラスイオンの生体に及ぼす違い　　
２．マイナスイオンの発生量とオゾン　　　　３．マイナスイオンとダニの増減

４．湿式マイナスイオンと免疫　　　　　　　５．低周波の磁界環境と免疫

６．酸素フリーラジカルを利用した殺菌装置　　　　　　　　　

	15:40-15:55
	休憩

	15:55-16:55
	『空気中のイオン密度測定の規格化に向けて』

日本機能性イオン協会会長・東京理科大学教授　　中江　茂　氏
１．イオン密度測定の種類　　　　　　　２．イオン密度の測定法　　　　　
３．イオン密度測定器　　　　　　　　　４．報告書の作成　
５．帯電プレートモニター・空気中イオン発生方法・イオン寿命等
　

質疑応答

	16:55-17:00
	閉会宣言

	18:00-20:00
	懇親会





連絡先 


日本機能性イオン協会


日髙淑子


Tel :　０６－４８０９－４０９８


Fax :　０６－４８０９―４０９９


e-mail：ion@japan-ion.jp





ニュース　：　日本機能性イオン協会　第３回シンポジウム
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